
































　阿部正弘は，天保 9 年，西暦で言うと 1838 年 9 月 1 日，20 歳の若さで幕閣
の一部門を占める奏者番になっています。その 2 年後，天保 11 年（1840 年）
の 11 月 20 日，22 歳で寺社奉行に抜擢されております。そして同 14 年（1843






























　阿部正弘が奏者番に任命された 1 年前の天保 8 年，西暦で言いますと 1837
年 2 月には，大阪の町奉行をやっていた大塩平八郎という人が，貧民救済のた
めに大阪で乱を起こしております。













が，次の年の天保 9 年 6 月，新しく赴任してきたオランダ商館長のエドワルド・

















































































































　天保 14 年 9 月 11 日には阿部正弘が本丸老中に任命されましたが，この三日
前には老中堀田正睦が罷免され，二日後の 9 月 13 日には天保の改革の失敗に
よって水野忠邦が罷免されました。その理由は「御勝手取扱不行届」というも
のでした。
　しかし水野は九ヶ月そこそこで弘化元年 6 月 21 日に老中首座に再任されま




























































































その上，弘化二年 8 月 13 日には，老中首座の阿部正弘を筆頭に牧野忠雅，青
山忠良，戸田忠温の幕閣の連署した返書を長崎奉行からオランダ商館長に手交
していますが，これは慣例にない事実であります。

















　モリソン号事件から 8 年後，弘化 2 年（1845 年 3 月 15 日）アメリカ船籍の
マンハタン号の船長マーケェター・クーパーは日本近海で漁猟中に生鮮食料品
として海亀を捕獲しようとして小笠原諸島の鳥島に接近した時，11 名の漂流
民（阿波の住民）を発見，これを救助して江戸湾へ護送中，翌日の 3 月 16 日，
漂流中の大型帆船仙寿丸を発見，その乗組員 10 名を収容しまして 3 月 17 日（弘















　浦加奉行土岐頼旨は 3 月 13 日この訓令をたずさえて浦賀に急行し，浦賀奉






















































信を要求するようになりました。弘化 3年 5月 25日島津斉彬は，老中首座の
阿部正弘に対外紛争を回避するために琉球における貿易と通信を許可して欲し
いと申し出ました。

















　阿部正弘もこれを無視する事が出来ず，嘉永 2 年 5 月 4 日，海防掛の筒井政
憲に打払復活を諮問し，さらに阿部は三奉行，大小目付，長崎浦賀両奉行にも
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弘化 2 年，鍋島斉正は自力で長崎港口に新砲を設置したのです。弘化 4 年（1847
年）から嘉永 5 年（1852 年）にわたる幕府の海岸防備の臨時支出は全支出額
























































































　（ 1 ）　 文化元年レザノフ長崎に来航，同 4 年アメリカ船長崎に来航，同 5 年英艦フェー
トン号長崎に侵入，同 7 年英船乗組員 12 人鉄砲を携さえて常陸大津浜に上陸。
なおレザノフとの対応については『通航一覧第 7 巻』国書刊行会，大正 2 年の
104 頁～ 26 頁に詳細な資料がある。
　（ 2 ）　相原良一『天保八年米船モリソン号渡来の研究』野人社，昭和 29 年，p. 176
　（ 3 ）　井野邊茂雄『維新前史の研究』中文館書店，昭和 10 年，p. 401
　（ 4 ）　田保橋潔『近代日本外国関係史』刀江書院，昭和 5 年，pp. 427～428
　（ 5 ）　井野邊茂雄　前掲書　pp. 402～403
　（ 6 ）　徳富猪一郎『吉田松陰』民友社，大正 9 年，p. 283
　（ 7 ）　福地源一郎『幕府衰亡論』平凡社，昭和 48 年，pp. 14～15
　（ 8 ）　田邊太一『幕末外交談』平凡社，昭和 41 年，pp. 8～9
　（ 9 ）　福地源一郎　前掲書　pp. 20～24

























早川順三郎編輯『通航一覧第 7巻』国書刊行会，大正 2 年
福地源一郎『幕府衰亡論』民友社，明治 25 年
福地源一郎『幕末政治家』民友社，明治 33 年
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